
6652 IDEC アウトパフォーム（新規）

今期再増額修正見通しで来期以降も世界的な安全性向上に沿う FA 需要増で成長続く

株価 2278 円（10/5） 時価総額 779 億円（10/5） 発行済株 34224 千株（10/5）
PER14.2X（10/5） PBR（2.06X） 配当(DO 予)44.0 円  配当利回り：1.92％

1945 年創業の制御機器総合メーカーで操作スイッチや表示機器に強み持つ

1945 年に電

気機器の小売、

卸業の和泉商

会として創業。

1958 年には工

業用スイッチ

や表示灯、端子

台などの生産・

販売を始め、以

来、操作スイッ

チや表示機器

に強み持つ制

御機器総合メ

ーカーとして

成長してきた。近年、関連事業を中心に M&A など

で業容を拡大、業容拡大に拍車がかかりつつある。

前 17/3 期の売上高は 434.26 億円、営業利益 35.47
億円である。セグメント別では前期から区分けが変

更されており、特に 16 年 12 月に行った農業、物

流、医療、航空、防衛、輸送など産業用スイッチ事

業を展開する APEM が加わり、今後、HMI（ヒュ

・1945 年創業の制御機器総合メーカーで操作スイッチや表示機器に強み持つ

・18/3 期 Q1 は既存事業好調に加え M&A 効果もあり 53.2％増収、営業利益 3.4 倍

・18/3 期予想を増額、30.1％増収 59.3％営業増益予想も FA 投資向けなどで再増額期待

・19/3 期も M&A シナジー効果に加え、世界的な工場自動化、安全装備充実で増益続く

・中長期目標として 23/3 期売上高 1000 億円、営業利益 150 億円目指す

・株価は増額修正加味し 18/3 期 DO 予想 EPS161 円に対し同業並み PER23.5 倍の 3780 円



ーマンマシンインターフェース）ソリューションの比率が高まる方向にある。

18/3 期 Q1 は既存事業好調に加え M&A 効果もあり 53.2％増収、営業利益 3.4 倍

18/3 期 Q1 は売上高

143.44 億円（53.2％増）、

営業利益 14.70 億円（3.4
倍）、経常利益 21.48 億円

（6.3倍）、税引利益 18.07
億円（10.5 倍）、受注高

166.19 億円（85.2％増）、

受注残高 134.35 億円

（40.3％増）となった。輸

送・工業オートメーショ

ン・医療・通信・航空等多

様な分野向けに、インタ

ーフェース・コンポーネン

ト の 製 造 販 売 を 行 う

APEM グループ買収に伴

う増収効果が大きいが、既

存事業も製品ミックスの

改善も寄与し好調で大幅

な収益拡大となっている。

セグメント別では HMI
ソリューションが APEM
効果もあり売上高 69.52
億円（2.4 倍）となっているが、APEM 分を除いても制御用操作スイッチが国内外に好調で、

27％増の 37.2 億円と伸長した。盤内機器ソリューションは売上高 8.8％増の 27.54 億円と、

中国向け制御用リレーや端子台が好調に推移した。オートメーションソリューションはス

キャナーなどの自動認識機器やプログラマブルコントロールなどが伸長し売上高は 32.5％
増の 17.3 億円、安全・防爆ソリューションも安全志向の高まりで安全関連機器の伸びが高

く売上高は 27.7％増の 14.9 億円など、いずれの部門も好調に推移した。

地域別では APEM グループ買収に伴い、海外売上高が 2.17 倍の 78.03 億円、海外売上

比率は 16.0 ポイントアップし 54.4％にまで高まった。APEM 中心に北米が 82.7％増、欧

州が 5.8 倍、アジア・パシフィックが 59.0％の伸びとなっている。

18/3 期予想を増額、30.1％増収 59.3％営業増益予想も FA 投資向けなどで再増額期待

Q1 の好調を受け、18/3 期会社予想が上方修正されており、売上高 565 億円（30.1％増、



10 億円増額）、営業利益 56.5 億円（59.3％増、6.5 億円増額）、経常利益 58.0 億円（72.7％
増、12 億円増額）、税引利益 42 億円（72.1％増、13 億円増額）としている。上期を売上高

で 15 億円、営業利益 5 億円、経常利益 13 億円、税引利益 15 億円増額しており、下期の利

益は据え置きの格好となっている。なお APEM 売上予想は期初の 120 億円を変更しておら

ず、APEM を除く売上で国内 3 億円、海外 7 億円の増額修正となっている。

現状は Q1 の好調を持続、受注も中国の設備投資増、国内も工作機械受注増など FA 関連

投資の増勢が強まっており、Q1 の売上を下回る要素は少なく、上期についても増額修正が

期待される。また下期も中国中心に自動化・省人化設備投資意欲が旺盛なこと、国内も労働

力不足、設備老朽化などを背景に自動化、無人化投資が高まっており、安全志向の重要度も

増していることから、更なる増額が期待される。加えて、7/28 にリリースされたバーコー

ドリーダや、IC タグリーダの開発設計・販売、関連ソフト

ウェアの開発並びにシステム提案などを行うウエルキャッ

ト（年間売上で 15～16 億円規模）は修正計画に含んでいな

いことから、オートメーションソリューション部門は半期

で 7～8 億円の上乗せが確実視される。APEM についても、

農機や建機のジョグスティックなどで世界の主要ユーザー

向けに堅調な伸びを示している。このため下期は上期を上回る収益が期待され、2Q 発表段

階で通期予想を再度増額修正する可能性もある。

なお、同社は IFRS への移行をアナウンスしており、のれん償却の発生分が軽減となるた

め、IFRS ベースでは営業利益以下で 10 億円の上乗せとなり、EPS 予想は 33 円高まる形

となる。

19/3 期も M&A シナジー効果に加え、世界的な工場自動化、安全装備充実で増益続く

19/3 期も国内外の省人化、FA 化投資の拡大が見込めるほか、IoT によるインダストリア

ル 4.0 に向けた設備投資も活発に行われる見通しにあり、同社を取り巻く市場環境は良好と

言える。特に最近は中国などでも安全基準の強化などからシェアの高い安全スイッチやイ

ネーブルスイッチ（ロボットのティーチング・ペンダントなど携帯型操作機器に組み込まれ

る安全機器で世界シェア 90％を誇る）のニーズが高まっており、収益力もアップしよう。

また欧米向けではエンドユー

ザーへの直販比率が65％と高

いAPEM社に対して IDECの

標準品を中心とした幅広い制

御機器製品を供給、シナジー

効果を発揮し、収益拡大が見

込める。一方、国内向けも

APEM 社の得意とするジョグスティック分野で国内農機・建設機械メーカー向けに製品供



給を行うなど、国内でも一部でシナジー効果が期待できる。

全体として FA 投資増と M＆A のシナジー効果から 19/3 期も収益上伸が期待される。

中長期目標として 23/3 期売上高 1000 億円、営業利益 150 億円目指す

同社は制御技術を

基軸として「事業領域

の拡大」と「高付加価

値化」を両立した成長

戦略を遂行ている。ま

た社会的課題に対す

る新規事業を加え、機

を捉えた M&A 戦略

もバランスよく実行

し、中長期的な経営目

標として IFRS ベースで 23/3 期売上高 1000 億円、営業利益 150 億円という高い目標を掲

げている。この中で売上高 1000 億円の内訳を既存事業で 600 億円、新規事業 200 億円、

M&A・提携 200 億円、海外売上比率 60％以上を目指す。

新規事業については IoT ソリューション、ロボットソリューション、環境・エネルギー総

リューション、農業ソリューションの 4 つの新規事業を掲げているが、IoT については既存

事業の延長でネットワーキング対応することに加え、今回買収したウエルキャットのハン

ズフリー端末やウエラブル機

器、ハンディターミナルなど

でのシナジー効果で事業の急

速な拡大が見込まれる。ロボ

ットソリューションについて

は 2014 年に買収した制御ソ

リューションを手掛けるコー

ネット（現ＩＤＥＣファクト

リーソリューションズ）を核

に、事業拡大が進みつつある。

国内では人とロボットが協働して作業を行う協働ロボッ

トシステムの普及が始まろうとしているが、同社はいち早

くシステムを構成する機器、プログラム、ツールをパッケー

ジ化、2016 年度経済産業省ロボット導入実証事業にも採択

され、食品メーカー向けなどに提供を始めている。取り扱い

ロボットはファナックや安川、三菱電機、KUKA、ユニバー



サルロボット、川重など多くのメーカーに対応、協調安全ロボットテクニカルセンターを愛

知、東京に開設し、拡販を始めている。

このほか、農業においては世界をリードするファインバブル（微細気泡）生成技術でトッ

プクラスの実力を持ち、育成促進や洗浄、鮮度保持など様々な技術展開が期待されている。

さらに制御技術や環境エネルギー技術も利用し、次世代農業のソリューションでも潜在的

な魅力を有している。

M&A については具体的なものが見えていないものの、全体として中長期経営計画達成に

向け、新たな成長ステージに踏み出した企業と言えよう。

株価は増額修正加味し 18/3 期 DO 予想 EPS161 円に対し同業並み PER23.5 倍の 3780 円

株価は FA 関連の好調などを背景に Q1 での増額修正もあり順調な推移を見せ、9/27 には

2501 円の年初来高値更新となり、その後株価一服局面にある。現状、会社予想 EPS138.62
円に対して 16.48 倍と、電機平均 PER26.7 倍と比較し割安といえる。しかも会社予想は増

額修正含みで、IoT 関連銘柄として新たな展開も期待され、当面、DO 予想 EPS161 円に対

し、同業のオムロンの増額予想 EPS250 円に対する PER23.5 倍水準を目安に、当面 3780
円を目標とし新規にアウトパフォームとしたい。



株価推移


